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は  じ  め に

果樹は開花受精の5月 頃に霜の被害を受けることが多い。

この頃の天候は春の訪れの遅れや寒気の南下で不順となり

易く,霜の降りる確立が高い。このような霜や異常低温が

予想された時には各種の燃焼材による発熱で霜害を防止す

る方法が多くとられてきた。 しかし,こ の方法は労力的な

負担となることから,最近,果樹園に防霜ファンを設置す

るケースがでてきている。

防霜ファンの効果は地表と上空の温度差で決まるが, こ

れを計測した例は東北地域で少なく,ま た場所によって違

うことから,防霜ファンの効果が十分に判断できない状況

にある。起伏の激 しい果樹園では凹部や風の通り道で霜害

の発生 し易いことは分かっているが,冷気の流出や堆積の

状況については把握できていない。そこで,盛岡と一関の

りんご園を対象に気温の鉛直分布と地物の二次元温度分布

を計測し,園内の気温分布の把握を試みたので,そ の概要

を報告する。

天 気 概 況

1992年 5月上旬は,発達 した低気圧がオホーツク海付近

で停滞し,沿海州方面から次々と日本上空に強い寒気が南

下したために肌寒 く,天気がぐづついた。低温注意報は 1

日から7日 まで継続された。 7日 から8日 は大雨となり,

13日 から14日 と16日 ,18日 には気圧の谷が通り,天気が崩

れた。その他の日は移動性高気圧に覆われて晴れたが,気

温の低い日が多く,■ 日は内陸で霜が観測された。

観 測 方 法

冷気の堆積や通過が予想される斜面下流に10mの観測用

ボールを立て,そ れに熱電堆迫産計を10,6,2,05mの
4高度に取り付け,乾球温度と湿球温度 (2mのみ)を測っ

た。地上では純放射量と地温を測った。また地表面や樹木

の二次元温度分布は赤外線放射温度計を畦間や地上 3m高

度に取り付けて計測した。

結      果

表 1と 表 2に は盛岡と藤沢のりんご園で観測した最低気

温とその時の地温,上向き放射量を示 した。最低気温の発

現時刻は4時から5時頃が大半である。日の出は4時半頃

であるから,最低気温が観測されたのはその前後である。

現地の日の出は5時10分頃であった。まず盛岡の場合,気

温は地表面に近いはど低下している (3例 については逆で

ある)。 一般に地表付近の気温が低下するのは,①晴れた

静穏な夜の放射冷却による場合,②冷気の流人による場合 ,

③_L空に寒気が入った場合,な どが考えられる。①の放射

冷却で地表面の冷却が進んだのは 2mと 05mと の温度差

が07℃ ,08℃ と大きい11日 と19日 であると考えられる。

11日 は10日 から晴天が続き,05mの 高さでは10日 の23時

頃からマイナスに転 じている。本観測結果から,例えば 2

m高度で 2～ 3℃の温度が空気の攪乱によって得られる可

能性のある日は12,13,20日 の3日 間であると考えられる。

11日 については,2～ 3℃の温度を確保できる可能性は少

ないが,攪乱によるプラスの効果はある。

10mと 051nの温度差は表 1の とおり,最大で05℃ か ら

15℃ である。また地温は l clnよ り10m深さが概ね高 く
,

1∞深さの地温は地上気温の影響を受け易いことが分かる。

11日 は 5℃ まで低下した。上向きの放射量は12日 が最も大

きいが,夏季のそれに比べれば小さ 、ヽ

つぎに藤沢の場合,10mと 05mの気温差が 1℃以上と

なる日数は盛岡よりも多くなっているが,こ れは05mの

気温が低下したことによると考えられる。しかし,上 向き放射

量が盛岡のそれに比べて大きくはないことから,藤沢では

冷却を助長する要因が作用したのではないかと思われる。

つぎに赤外線放射温度計で計測した地表面や樹木の温度

分布について述べる。 5月 11日 ,17:22は 手前の低い所か

ら奥の高い丘をみた場合で,高度差は401n程 ある。全体に

樹木の温度が地表面のそれより高いことが分かる。 5月 12

日,5:37の場合は,4mの畦間の表面温度を計測 したも

ので,樹木やその下の温度の高いのが解読できる。木の下

の温度が高いのは,堆肥があるためと思われる。特に,草
むらは冷え易いことが分かった。 5月 20日 ,6:11は りん

ごの花そうと枝の表面温度である。日射によりそれらは昇

温を始めており,花そうや枝の日の当たる部分から昇温 し

ている。花そうの温度は約13℃ ,こ の時の気温は2m高 さ

で81℃であつた。 5月 27日 ,4:22は 畦間から冷気が沈

降してくると考えられる奥の高い斜面を視た場合である。

正面の斜面は周囲よりも2～ 3℃高く,本の温度は左右で

異なっている。
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表 1 りんご園における最低気温の鉛直分布と地温,上向き放射量 (19925)
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盛岡川目上 東部りんご園,標高250～300111,Td乾球温度,Tw湿球温度
20分間隔の出力,日 の出 5時10分頃

表 2 りんご園における最低気温の鉛直分布と地温,上向き放射量 (19925)

藤沢町上山 りんご園,標高160～21Klm,Td乾球温度,Tw湿球温薩

10分間隔の出力
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